ウィルスへの理解を深めるために、ウィルス作成者にスポットを当ててみます。彼（女）らの姿は一様ではありません。

■捕まった「LOVE LETTER」の作者
コンピュータウィルスも人工的なプログラムである以上、作成者がいます。ともすれば、ウィルスはその手口や被害にばかり目を奪われがちですが、本書ではその作成者も取り上げてみます。
ところが、この作者がなかなか捕まりません。これが徹底して捕まり、重い刑に処せられれば、犯罪も減ると思われるのですが、そうもいかないようです。
そんな中、犯人が捕まったレアなケースがいくつかあります。それを紹介しましょう。

[bookmark: _GoBack]●「Melissa」（メリッサ）の犯人は米国ニュージャージー州在住の男性
「Melissa」は1999年3月に猛威を振るったワーム。電子メールを媒介にして、Microsoft社のワープロソフトWordと電子メールソフトOutlookもしくはOutlook Expressを使用しているコンピュータに感染します。
その犯人はコンピューター・プログラマーのデビッド・スミス容疑者（31歳）。「Melissa」の名前は、犯人がフロリダで知り合いだったストリッパーの名前にちなんで命名したといいます。
法廷で彼はこう答えています。「私は、発生する被害の規模を期待したり予想したりすることはなかった。他の人たちにこれほど深刻な結果を引き起こすことになるとはまったく考えていなかった」。どうやら、こんな自体になるとはぜんぜん予想していなかったようです。
逮捕したのはFBI。発生からおよそ2週間という驚異的な短期間で逮捕しています。FBIでは、サイバー戦争の脅威と戦うために結成された、全米インフラストラクチャー保護センターを創設し、これが効力を発揮したようです。

●「LOVE LETTER」の作者はフィリピン学生19歳
「LOVE LETTER」2000年5月に発生したワームです。通常、このような犯人探しは困難で、その検挙率は極めて低いのですが、「LOVE LETTER」の被害総額は88億ドル。黙視できなかったのでしょう、この事件では、ワールドワイドな体制を敷きフィリピンのコンピュータ学校に通う学生が数日で逮捕されました。
「このウィルスの内容を卒論に書いたところ、先生が認めてくれないので腹いせにばらまいた」と本人はいっていました。この学生には多くのIT企業が就職のアプローチをしたといいます。
ただし、本人はどこにも就職しませんでした。朝日新聞の2002年初頭の報告によると、路地裏のパソコンパーツ屋の店員に落ちぶれているといいます。何でも、フィリピンは法整備が甘く、彼は罰せられることもなかったそうです。

●「Goner.A」の作者は4人の学生
「Goner.A」は2000年12月4日から蔓延したワームで、Outlookアドレス帳の中のすべての宛先にウィルスメールを送ろうとします。発見から、24時間以内に少なくとも100,000台のコンピュータを感染させています。
この作者はイスラエル北部の都市Nahariyaに住む15歳と16歳の学生4人でした。これも十代です。4人のうち、1名がワームの作成し、残り3名が拡散を担当。動機については、他のハッカーグループとどちらが先にネットワークを乗っ取れるか競い合っていたと報告されています。
私たちの知らないところで、ライバルグループ同士が最新のウィルスを作成して、互いに競っているようです。ずいぶんと迷惑な話です。

●声明文を発表した「VBS_KALAMAR.A」の作者
「VBS_KALAMAR.A」はロシアのプロテニス選手アンナ・クルニコワ(Anna Kournikova)の名を持つウィルスです。2001年2月に発見され、ワームに分類されるトロイの木馬型不正プログラム。VBスクリプトで記述されたプログラムであり、Outlookの機能を利用してアドレス帳の宛て先全員にメールを送信し、ネットワーク上で増殖します。
逮捕されたのは20歳の男性。自首しており、クルニコワ選手のファンだといいます。
ユニークなのは、逮捕前に声明文をネットで発表していることです。その中で彼は、インターネットユーザーがウィルスの危険に対する注意を怠っていることを証明したかったと述べています。同時に、悪ふざけでやったつもりはなく、添付ファイルを開いた人たちを傷つけるつもりもなかったといいます。さらに、最終的に感染した責任はその人たち自身にあると述べています。


■ウィルス作者の人間像を追う
ウィルス作者を根暗なパソコンオタクと決めつけるわけにはいかないようです。もちろん、そのような人もいるかもしれませんが、今では数種類に分類できます。また、いくつか面を複合的に持っている人もいます。
それら、作者のタイプを紹介しましょう。

1　事件好きの愉快犯
ただ騒ぎを起こしたい、事件を大きくしたい、そんな人たちがこの愉快犯になります。
彼らは、ウィルスが好きでも、パソコンが好きなわけでもありません。高度な技術力が備わっているわけでもありません。手っ取り早くウィルスをつくって、それをばらまき事件を起こしたいのです。
いくつかの事件では、ウィルスの作成者と拡散者が異なる場合があります。先ほどの例では「Goner.A」の事件がそれにあたります。作者は1人でも、拡散者は3人いました。後者の3人が愉快犯となります。
愉快犯はそれほど優れた技術力を持っているわけではありませんから、簡単に捕まってしまうことが多いようです。十代に多いのもこのタイプです。

2　技術力の誇示
これは年齢に関係ありません。自分の能力が正当に評価されない、自分の技術を試したい、そんなことが動機でウィルス作成を開始します。
人間不思議なもので、できることはしたがるものです。やればできるという自信があるのに、それを止められるのは非常な苦痛を伴います。
ある日、ふと新型ウィルスの着想が浮かんだ。今まで誰も考えたことのないすばらしいアイディアだ……。こうなると、もうダメです。それをつくり、発表しないことにはおさまりません。
先ほどの例でいえば、「LOVE LETTER」のフィリピン人の学生がこれにあたるでしょう。自分の研究が正当に評価されず、ならば実践でと考えてしまい、大事件となりました。

3　ライバルとの競争
この辺になると、極めて高度な技術レベルが必要となります。すでに、愉快犯などとは次元が異なっています。誰にも見つけられない、自分の作品としてのウィルスを作成します。ここでいうライバルとは、同じウィルス作成者ばかりではありません。アンチウィルスメーカーがライバルです。
不思議なことに、これらの人たちは自分たちが開発したウィルスを、そのアンチウィルスメーカーの研究所を送るそうです。そうして、彼らの研究をサポートするのだそうです。
ここまで来ると、何が目的なのか、一般人には理解しがたいものがあります。
少なくとも、このあたりの人たちは無害といえるでしょう。
ところが、前出の愉快犯が、彼らの研究を盗み見て、ネット上にばらまくことがしばしばあります。これで大事件となってしまいます。

HINT
ウィルスコレクターもいる
作者ではありませんが、中にはウィルスコレクターまたはウィルスマニアもいます。世界中からウィルスを収集し、保存しているのです。
彼らの中には、世界の8割ほどのウィルスを集めている人もいるそうです。
そして、彼らは仲間内で自慢しあいます。何が楽しいのか……。いろんな人もいるものです。

